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効果の感度が非常に大きく,僅かな砂置換率の増加で大き
な効果を生むことを意味している.逆に,AJの大きな領域
では,その増大に対する地盤改良効果の効果の感度が低い
ことを意味している.
8.3 最大加速度が確率変数の場合の解析結果
地震加速度が確率的な場合, モンテカルロ法より任意の
年の液状化確率㌔ を求めることができる･これから,地震
発生の事象がポアソン過程であると仮定すると,次の式か
ら,供用年rに対する液状化確率を決定することができる.
p/-1-(I-P/a)' (14)
r:供用年
Fig･10には,scpにおける砂置換率A.と液状化確率の
関係を表している.図には,供用年がT=20,50,10 年の3
つの場合が示されている.この場合も.確定加速度の場
合と同様に,A.とpJの関係は双曲線である･したがって,
砂置換率の効果は,A一の小さな領域においてその感度が
大きい.
9 まとめ
(1)N値,平均粒径D,.,細粒分含有率Fc等の土質定数の
空間的変動性の一次元統計モデル化を行った.統計モデ
ルは平均値関数,標準偏差関数,自己相関関数,パラ
メータ間の相互相関関数からなる.また,〃値の空間分
布を求めるには,標準貫入試験のみならず,スウェーデ
ン式サウンディングを用いることも可能である.
(2)動的せん断強度比は,式(4)で示した経験式によるものと
非排水繰り返し三軸試験結果から決定した.2種類の動的
せん断強度比を比較することにより経験式から三軸結果に
変換する式(5)を定義し,解析に用いた.この式によって,
解析対象地盤における経験式による動的せん断強度比の偏
りと不確実性を考慮している.
(3)地震による年水平最大加速度の統計モデルを160 年以
降の歴史地震データ記録に基づいて決定 した.ここで,
log10房に極値In型分布をに当てはめた.
(4)最大加速度が確定的な場合と確率的な場合に対して,級
状化確率の計算を行った.解析は,scpによって地盤改良
がなされる場合を想定した.その結果,いずれの場合も,砂
置換率が小さい領域において地盤改良効果の感度が非常に
大きいことが明らかとなった.
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